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した戦略が有効とされる．近年，認知記憶障害が現れ
てくる20～30年も前から，アルツハイマー病患者の
脳内では変化が起こり始めていると報告されており，
40歳代からの発症前診断が有効ではないかと言われ
るなど，基礎研究の分野でも早期受診，認知症検診の
必要性が重要視されている6,7）．介護長期化による負
担増大など，認知症は医学的のみならず大きな社会問
題にまで発展しており，個人の家庭だけで解決できる
ものではなく，地域や社会による支援システム作りを
充実させていかなければならない．しかし現状では，
認知症を疑い始めた時に，まずどこに聞いたら良いの
か分からないという声が大多数であり，窓口，専門医
への相談ルートが整っていない事から，地域内の認知
症患者や予備軍の把握が遅れるという事態が起こって
いる．昨今では一人暮らしの認知症患者も増えてお
り，このような患者を支えていくためには，専門知識
を有する医療者と地域をつなぐ窓口が開かれていなけ
ればならない．
　今後は定期的な相談会以外にも，早期支援・進行予
防プログラムとして，我々が持つ ICT を用いた双方
向性支援システムを導入し8，9），定期的に介入を行っ
ていく予定である．このようなケアシステムを実際に
地域活動プログラムに取り入れて広く発信，活用して
いく事は，地域においても大学病院のリソースが受け
られるメリットであり，更なる認知症ネットワークの
充実につながると考えている．
　我々は，地域に開かれた大学として，気軽に相談が
可能であり，正しい判断を仰ぐきっかけとして，物忘
図 1．相談会の実際と，修徳版認知症ネットワークの構成
